
13/06/28●やはりそこまでしたくない！胃ろうや人工呼吸器、７割が望まず（厚労省調査）

読売新聞記事（6月28日）によると、末期がんや認知症が進行して衰弱した場合、一般人の約
７割が、おなかに穴を開けてチューブで栄養を送る「胃ろう」や人工呼吸器を希望しないこと
が、厚生労働省が 27日発表した終末期医療についての意識調査でわかっ
たという。調査は 3月、20歳以上の男女5000人に調
査票を郵送し、
2179
人（回答率
44
％）から回答を得た。

    

最近は、終末治療に関して患者側の意識も高まり、できるだけ自然に死を迎えることを希望す
ることが多くなっている。そのためには、どんな治療を受けたいか医師と相談のうえに作成さ
れる「事前指示書」が必要だが、これに賛同する人は70％。しかし、実際に作成している人は
3
％という。
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